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地域の“意思”
観光客急増で問われる

1.
観光による地域への
負の影響にどう向き合うべきか
公財）日本交通公社 後藤健太郎

2.
オーバーツーリズムに苦悩する
国際観光都市
バルセロナ、ベネチア、
京都 
龍谷大学 阿部大輔

3.
地域らしさと
町の品格に相応しい
観光振興の
あり方とは
近江八幡
近江八幡観光物産協会 田中宏樹

4.
生活と観光の
バランスを考える
視点と環境変化
への対応
由布院 後藤健太郎

5.
世界の人々 の
夢と憧れの街へ
銀座 
銀座通連合会事務局長 竹沢えり子

6.
観光地域の
マネジメントに先立ち
必要となる計画管理
鎌倉市 後藤健太郎

7.
居住地での観光を許容制限する対応
ソウル 
帝京大学 金 振晩
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●ここで紹介している当財団発行の出版物は、
全ページをホームページで公開しています。
●またアマゾン（amazon.co.jp）で、
オンデマンド印刷版を販売しています。

公益財団法人 日本交通公社 出版物のご案内

毎号、研究員がみなさまにお伝えしたい観光テーマで綴る「研究員コラム」。
全文は当財団のホームページでご覧下さい。隔週月曜日の更新です。「研究員コラム」の紹介

　平成30年度『観光地経営講座』のテーマは
「多様化する宿泊事業に対応する観光地経
営」です。宿泊事業は世界的に大きく変化して
きています。国際化が進展する中、我が国の宿
泊事業もその流れを受けて大きく変化しつつ
あります。そうした宿泊事業の変化について、
国際規模での宿泊事業投資のコーディネータ
ー、ファンドも活用しながら所有と経営を分離

し多店舗展開を行っている宿泊事業者、日本で世界基準のコンド
ミニアム事業を立ち上げてきた開発運営事業者、そして、自身が
持つ住居系不動産（アパート）を利用し新たな宿泊事業に取り組
む宿泊事業者の方々を講師に、宿泊事業に生じている「変化」「ダ
イナミズム」を参加者の皆様と共有させていただきました。そして、
地域として何を目指していくのか、宿泊事業という大きな資本をど
のように地域に呼び込み、育て、発展させていくのかについて、デ
ィスカッションしました。観光地に対する「投資」はその地域の持続
的な成長に欠かせない要素です。インバウンドが動いてきた現在
は、そうした投資を呼び込むチャンスともなっています。その手段と
して、地域における宿泊施設をどのように構成していくのか、どのよ
うに活用していくのかについて考えるヒントになったと考えていま
す。A4判80ページ／1,000円+税。『観光地経営講座 講義録』は、
平成25年度版からホームページで公開しています。

『平成30年度 観光地経営講座 講義録』
（発行：2018年11月）

　日本一の高さを誇り、日本を代表

する山である富士山。その姿は、古

来より日本人の自然に対する信仰

のあり方や日本独自の芸術文化に

おける源泉となっており、その価値

を踏まえて2013年、世界文化遺産

リストに記載されました。現在、富士

山では文化遺産としての価値の認

知度向上や登山道の混雑による安

　当財団のエントランスにあるギャラリーでは、
当財団の沿革を紹介する常設展示をはじめ、研究成果などを紹介する企画展示を定期的におこなっています。

　また、旅の図書館では所蔵古書をさまざまな切り口から紹介する古書展示をおこなっています。
ご来館の際はぜひご覧下さい。

『富士山 公益財団法人日本交通公社の取り組み』
（2019年1月～3月）

企画
展示
ギャラリー

古書
展示
ギャラリー

　経済的困窮の打開策、国際親善

の有力手段の一方策として外客誘

致の重要性が認識されつつある中、

昭和5年に「外客誘致に関する施設

の統一連絡及促進を図る官設の中

央機関」として設置されたのが、鉄

道省国際観光局です。 同局は、太平

洋戦争に突入するまでの約12年間

にわたり、ジャパン・ツーリスト・ビュ

『日本における観光行政のあゆみ ～国際観光局の12年～』
（2019年1月～3月）

旅の図書館開設40周年特別展示第3段

　我が国の観
光統計の課題
について少し
お話ししてみ
たい。国や地
域の観光行政
担当者、観光
事業者、研究
者など統計ユ
ーザーの便益

という観点からみて、手直しすべき我が国の観光統計の課題は
様々にある。それらを大別するならば、観光統計自体の質的な側
面と、観光統計の利活用の側面とに二分されるだろう。

我が国の観光統計をめぐる一連の課題
[コラムvol.385]…塩谷英生

　わたしたちのオフィス・日本交
通公社ビルが「港区みどりの街づ
くり賞」を受賞しました。今回表彰
された他の4施設は商業ビルやホ
テル、マンションと業態はそれぞ
れ異なりますが、いずれも港区の
街並みと建物との連続性を意識した設計であったことが各施設の
紹介から窺うことができました。わたし自身がこれまで携わってき
たみどりとの関わりは観光資源として接する機会が多く、景観その
ものの価値に重きを置きがちでした。しかし今回の受賞はみどり単
体としての価値だけではなく、地域とのつながりを含めた価値にも
目を向けることの大切さを教えてもらった貴重な機会となりました。

港区みどりの街づくり賞受賞にあたって
[コラムvol.384]…相澤美穂子

　当財団では、地方公共団体（都道府県および市町村)を対象と
する「観光政策に関するアンケート調査」を2014年度より毎年継
続して実施している。現在、このアンケート結果を元に、「観光振興
による取り組みは経済
的な影響を与えてい
るのか？」「どのような
取り組みが影響を与
えているのか？」とい
った点を中心に分析
を進めているところで
ある。本コラムでは、そ
の一端をご紹介したい。

観光政策の目的と手段
[コラムvol.382]…守屋邦彦

　鳥海山山麓に2018年7月1日、新
たな美術館が誕生しました。その名
も「鳥海山 木のおもちゃ美術館」。も
とは明治から大正時代の校舎形式
を受け継いだ東北日本海側の特徴
ある木造校舎で、３つの棟（A～C棟）と、元体育館（D棟）の、計4つ
の建物からなっています。A棟・D棟が有料の美術館ゾーン、B棟・
C棟が無料の市民ゾーンです。子ども達に大人気なのはD棟「もり
のあそびば」。スギ、エンジュといった主に秋田県材が使用された、
優しくあたたかな雰囲気に包まれた空間の中央には、隠れ家のよ
うなツリーハウス「ちょうかいタワー」がそびえ立ち、5000個「木の
どんぐりプール」や、様々なおもちゃが置かれた「遊びのこべや（26
室）」が整備されています。A棟では・・

地域の思いがつまった廃校を、“新たな交流拠点”に
[コラムvol.383]…吉澤清良

  「日本人の旅行市場」「訪日外国人の旅行市
場」「観光産業」「観光地」「観光政策」の 5 編と、

「付記（観光研究）」「資料偏（統計資料と年表）」
で構成。各種の統計資料や当財団が実施し
た調査結果をもとに、最近一年の動向を解説
しています。A4 判 224 ページ／ 2,000 円 + 税。
経年で見ることができるように、『旅行年報』は、
2014 年版からホームページで公開しています。

『旅行年報2018』（発行：2018年10月）

 「温泉まちづくり研究会」は、7つの温泉地（阿
寒湖、草津、鳥羽、有馬、道後、由布院、黒川）
が集まり、温泉地、温泉旅館が抱える課題につ
いて、解決の方向を探り、活性化に資すること
を目指しています。本書は2017年度に開催し
た3回の研究会の内容を分かりやすく取りまと
めたものです。第1回は「温泉地の雇用環境」
をテーマとし、今年度研究会として実施する宿

泊施設従業員・経営者アンケートの内容などについて議論を深め
ました。第2回は「温泉地でのアート（芸術文化）の展開を考える」と
題し、芸術祭でいかに地域が発展していくのかなどについて学びま
した。第3回は「温泉地の雇用問題を考える～今後どう取り組むべ
きか～」と題し、各会員温泉地で実施した宿泊施設従業員・経営
者アンケートの結果をもとに、今後の温泉地での人材の「確保」

「定着」「育成」についての議論を行いました。A4判84ページ／
1,500円+税。『温泉まちづくり』は2011年度版からホームページ
で全ページを公開しています。

『温泉まちづくり』（発行：2018年3月）
－2017年度 温泉まちづくり研究会総括レポート―

ーロー（日本旅行協会）や国際観光

協会などの関連組織とともに、海外

における観光事業の調査研究、ホテ

ルや観光地の整備、海外への観光

宣伝、外客への接遇改善などを実施

しました。今回の特別展示では、我が

国における観光行政のルーツであ

る同局の取り組みを出版物からご紹

介しています。

全性の低下などが課題となっていま

す。

　今回の展示では、富士山に関する

当財団の調査・研究の経緯をはじめ、

安全で快適な富士登山を楽しむた

めの「来訪者管理戦略の策定」や、

富士山の奥深さに触れてもらうため

の「REBIRTH! 富士講プロジェク

ト」の概要などをご紹介しています。

観光文化
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、
滋
賀
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
琵
琶
湖
の

南
東
部
に
位
置
し
、
近
江
商
人
の
商
家
が
建
ち
並
ぶ
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
の
残
る
旧
市
街
地
や
八
幡
堀
、
長

命
寺
（
西
国
第
31
番
札
所
）
な
ど
の
歴
史
的
・
文
化
的

観
光
資
源
、
そ
し
て
水
郷
地
帯
や
わ
が
国
の
淡
水
湖
で

唯
一
の
住
区
を
も
つ
沖
島
な
ど
、
豊
か
な
自
然
と
文
化

に
恵
ま
れ
、
今
で
は
年
間
5
0
0
万
人
を
超
す
観
光
客

が
訪
れ
る
。
し
か
し
、
40
年
前
は
長
命
寺
を
訪
れ
る
数

万
人
の
み
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
八
幡
堀
は
、
ヘ
ド
ロ
が
堆
積
し
悪
臭
が
漂
っ

て
い
た
。
そ
の
中
で
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
か
ら
で
も
観
光

目
的
で
も
な
い
保
存
修
景
運
動
を
青
年
会
議
所（
J
C
）

が
中
心
と
し
て
推
し
進
め
た
。
こ
れ
が
当
市
の
ま
ち
づ

く
り
運
動
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　
か
ね
て
よ
り
私
は
、「
真
の
ま
ち
づ
く
り
が
出
来
れ

ば
観
光
客
は
後
か
ら
や
っ
て
来
る
」
と
い
う
思
い
を
も

っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
観
光
と
は
、
本
来
物
見
遊
山

を
意
味
す
る
言
葉
で
は
な
く
、
易
経
に
は
「
国
の
光
を

観
る
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
国
の
光
と
は
そ
の
ま
ち
の

佇
ま
い
や
自
然
の
風
景
な
ど
「
外
な
る
風
景
」
と
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
や
目
の
輝
き
、
暮
ら
し
の
文
化

な
ど
の
「
内
な
る
風
景
」
の
総
体
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
触
れ
て
こ
そ
、
人
は
心
を
動
か
さ
れ
、

と
き
め
き
を
覚
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
地
を
訪
れ

よ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
観
光
の
本
質
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ま
ち
そ
の
も
の
の
魅
力
こ
そ
が
観
光
の

〝
本
態
性
ニ
ー
ズ
〞
で
あ
り
、
か
つ
て
各
地
で
見
ら
れ

巻頭言

た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
作
る
な
ど
の
一
過
性
の
経
済
効
果

だ
け
を
狙
っ
た
も
の
は
〝
流
行
性
ニ
ー
ズ
〞
に
過
ぎ
な

い
。

　
ま
ち
の
魅
力
と
は
何
か
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、

「
究
極
の
観
光
客
」
の
姿
が
見
え
て
く
る
。
私
が
考
え

る
「
究
極
の
観
光
客
」
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

に
賛
同
し
、
こ
こ
な
ら
生
涯
を
終
え
て
も
良
い
と
す
る

「
死
に
甲
斐
の
あ
る
ま
ち
」
＝
「
終
の
栖
」
と
決
め
て

移
り
住
ん
で
来
ら
れ
る
人
た
ち
で
あ
る
。
観
光
は
、
そ

の
た
め
の
内
覧
会
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
に
と
っ
て
生
き
甲
斐
は
複
数
あ
っ
て
も
、
人
生
を

終
え
る
場
所
は
た
だ
一
ケ
所
。
死
の
間
際
に
「
こ
ん
な

ま
ち
で
…
」
と
後
悔
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
無

意
味
と
な
る
。
死
に
甲
斐
に
は
属
地
性
が
あ
る
。

　
私
は
青
年
会
議
所
時
代
、
今
で
は
近
江
八
幡
の
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
た
八
幡
堀
の
復
活
・
修
景
保
存
活

動
を
始
め
、
そ
の
後
市
長
時
代
に
は
、
近
江
商
人
の
商

家
が
建
ち
並
ぶ
新
町
通
な
ど
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

指
定
や
、
近
江
八
幡
の
水
郷
の
文
化
庁
「
重
要
文
化
的

景
観
」第
１
号
指
定
（
平
成
18
年
）
な
ど
、
一
貫
し
て

終
の
栖
の
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
地
方
が
観
光
地
を
考
え
る
上
で
最
も
大
切
な
の
は
、

こ
う
し
た
長
い
歴
史
の
中
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
風
景
や

固
有
の
歴
史
、
文
化
遺
産
、
祭
り
や
行
事
な
ど
に
根
ざ

し
、
本
質
を
踏
ま
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
だ
と
考
え
て
い
る
。

観光は終の栖の内覧会

元
近江八幡市長

川端五兵衞

－死に甲斐のある終の栖のまちづくり－
つい すみか

つ
い

す
み
か

　世
界
的
規
模
で
旅
行
者
が
急
増
す
る
中
、
一
部
の
地
域
で
は
、
許
容
範
囲
を
超
え

た
観
光
客
の
来
訪
お
よ
び
行
動
に
よ
る
生
活
・
商
環
境
の
悪
化
や
観
光
客
の
体
験
の

質
の
低
下
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
環
境
変
化
が
見
込
ま
れ
る
中
に
お
い

て
、
観
光
を
我
が
国
の
成
長
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
し
て
、

観
光
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
地
域
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
、
我
々
は
今
観
光
に
ど

う
向
き
合
う
べ
き
か
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
地
域
で
議
論
を

積
み
重
ね
、
地
域
の
意
思
を
明
確
に
示
し
、
行
動
・
対
応
し
て
き
た
各
地
の
取
組
を

通
じ
て
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
。
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